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インターバンクの声 （2014 年 12 月 10 日） 
 

昨夜のニューヨーク外国為替市場での円相場は、文字通りの乱高下となった。

今朝起きて目の前のレートだけを確認すれば、何事も起きていなかったかの

ような１１９円台後半の水準。１１７円台に突っ込む場面があったとは、情

報端末を確認するなりニューヨーク時間担当の同僚からの報告があるまで想

像すらし難かった値動きだ。しかも、１１９円台から１１８円割れへの下落、

そして１１９円台へと回復する展開が僅か１時間半足らずの間に起こってい

るのだ。さぞかし肝を冷やしたディーラーが世界中数多くいたに違いない。 

こうした年に１度か２度位しかないような相場を乗り切ってこそのディーラ

ー業務だが、運悪くこうした局面後にその職を解かれるディーラーも少なく

ない。少々の損失額は理解される場合が多いが、全くマネージ出来ていない

と想定されるような損失を出してしまえば中々擁護は難しい。最近目にした

ニュースでは、多くの金融機関で為替ディーラーなる職種をやめて、電子頭

脳に置きかえることを検討しているらしい。昨晩のような急展開の相場に電

子頭脳がどう立ち向かえるパフォーマンスを出したのかを見てみたいものだ。

人間の力を余りに過小評価するような、こうした考えを持つ金融機関では、

よほど優秀なディーラーに今まで恵まれていなかったのだろう。 
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